
9 月 2 日 ～ 9 月 13 日

人

※ インターンシップ・プログラムの日程イメージは別紙のとおり

実施部署からの一言

外国人留学生の受入れ及び日本人学生の派遣は、2033年の達成を目指した数値
目標が掲げられ、留学生支援事業においても本機構が担う役割は極めて重要で
す。日本唯一の学生支援のナショナルセンターで、その事業の一端に触れ、新た
なチャレンジをしてみませんか。

(別添１)

募集人数

実施部署紹介

留学生事業計画課は、留学生事業部の筆頭課で、部の取りまとめの役割を担って
います。総務係、事業戦略係及び支援計画係の三つの係から成り、現在（R6.7現
在）管理職を含め7名の職員が所属しています。総務係は外部からの照会等への
対応、部全体に関わる庶務等を、事業戦略係は東京国際交流館・兵庫国際交流会
館（機構が管理・運営する留学生や研究者等入居する宿舎で国際交流拠点として
の役割を持つ）に関する事業を、支援計画係は留学生事業部全体の業務進捗の取
りまとめ等をそれぞれ担当しています。
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令和６年度日本学生支援機構におけるインターンシップ・プログラム概要

実施時期

就業体験を行う際に
必要な能力

就業体験の内容

参加のための資格は特にありませんが、次のような方の参加を期待します。
・国際交流、留学生交流等に興味がある。
・資料を読み取ることができる。
・客観的な事実や自分の意見等を基に、企画提案ができる。
・PPT等を使って（プレゼンテーション資料の作成を含む）、プレゼンテーショ
ンができる。
・英語を用いた作業が可能である（英語で書かれた資料を読み、理解する必要が
あるため。ただしネイティブ並みの英語力は求めない。）。

日本政府が示す留学生に関する目標（2033年までに外国人留学生を40万人受
入、日本人留学生を50万人派遣）を達成するためには、今後留学生交流を促進
していくことが重要ですが、障壁となっていることも多く存在します。
今回は障壁を具体的に洗い出すとともに、それらを改善するための提案（現在実
施している関係イベント等の改善を含む）を行っていただきます。

プログラム名称
及び副題

実施場所 青海事務所等

留学生支援事業インターンシップ
～海外留学／日本留学促進プロジェクト～

実施部署名 留学生事業部留学生事業計画課

令和６年 令和６年(月) (金)



（別紙）

期間 2024年9月2日（月）～9月13日（金） 就業体験
時間(基本) 10:00～17:30（昼休み12:00～13:00） 発表、振り返り、修了報告会等
受入人数 2名 イベント参加、関係機関訪問体験
責任者 部長（代理：次長）
監督者 課長（代理：課長補佐）
指導担当者 課長（代理：課長補佐）
その他 ・学生の参加期間の半分を超える日数を就業体験に充てる。
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【1日目】

9月3日（火）

【2日目】

9月4日（水）

【3日目】

9月5日（木）

【4日目】

9月6日（金）

【5日目】

9月7日（土）

9月8日（日）

9月9日（月）

【6日目】

9月10日（火）

【7日目】

9月11日（水）

【8日目】

9月12日（木）

【9日目】

9月13日（金）

【10日目】

PC確認、事前準備等

留学生事業部におけるインターンシップ・プログラム日程イメージ

就業体験１
発表準備１

本日のまとめ、
振り返り

昼食
就業体験１
発表準備１

報告
本日のまとめ、
振り返り

ガイダンス
(テーマ決定)

事務所案内 昼食

就業体験２ 昼食
本日のまとめ、
振り返り

関係機関訪問就業体験２

就業体験４ 昼食 就業体験4
本日のまとめ、
振り返り

報告
本日のまとめ、
振り返り

就業体験3
発表準備3

就業体験３ 昼食

就業体験6 昼食
本日のまとめ、
振り返り

就業体験5 昼食
就業体験5
発表準備5

報告
本日のまとめ、
振り返り

就業体験6 関係機関訪問

本日のまとめ、
振り返り

就業体験8 イベント参加
本日のまとめ、
振り返り

就業体験7 昼食
就業体験7
発表準備7

報告

就業体験8
報告会準備

昼食

就業体験9
報告会準備

昼食
修了報告会

(プレゼンテーション)
修了報告会

(プレゼンテーション)
修了式
(修了証授与)

修了面談
(フィードバック)
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